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ぼくがいつもたべているおこめは、ぼくのじいじがまいとし田んぼでつくってくれています。それ

をまいにちママがたいておちゃわんにいれてくれます。

まいとし五月になるとかぞくみんなでじいじのいえにいって、じいじのおてつだいをします。なら

べたはこに土をいれたり、たねをまいたり、みずをあげるおしごとです。

じいじのいえには、ばあばと大ばあばがすんでいて、おてつだいの日には、ぼくのかぞくとパパの

きょうだいとママのいとこもきます。みんながあつまるのでぼくはとてもうれしいです。

ぼくのしごとは土をいれるはこをならべるかかりです。ぼくがならべたはこに、パパが土をいれて、

じいじがきかいでたねをまきます。それをみんなではたけにはこびます。

ぼくがちいさいときは、「みてるだけだよ」といわれていたけど、てつだえるようになってうれし

かったです。

たくさんあるおしごともみんなでやるとあっというまにおわります。

じいじのおてつだいがぜんぶおわったあとには、みんなでバーベキューをやります。ぼくはそれも

とてもたのしみです。

おにくもとってもおいしいけど、こうやってみんなでちからをあわせてつくったおこめだから、ぜ

ったいにのこさないぞってきもちになります。

ぼくはしろいごはんがだいすきだから、いつもいっぱいおかわりしちゃうけど、おこめが一つぶも

のこらないようにおちゃわんをぴかぴかにするってかぞくみんなでやくそくしてるから、まいにち一

つぶものこさないようにたべたいです。

きゅうしょくのしろいごはんもだれかがたくさんがんばったのかなってきになります。

だから、ぴかぴかにしたいです。

じいじがそだてたおこめ
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